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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・　佐々木ＡＯＭより～モーニングミーティングの際のベッドコントロールに必要になる為、患者様の入退院の連絡については予定も含めて、関係部署への連絡を忘れずに速やかに行ってください。

＜患者様連絡事項＞

· 上杉　房子様～田名部Drの診察にてイーケプラ(250)4T　2*1から2T 2*1へ減薬とな

　 りました。 意識消失、痙攣発作などの症状なく過ごされています。「薬を飲んだら良くなった」と穏やかに話し、食事以外は臥床していることが多く見られています。

・沢田　三郎様～LTセットプランが変更となります。本日より今月末までAプラン、10/1からは新Bプランになります。

· 荒川　芙美子様～朝食不食、昼食は1/2摂取しています。ラコールは拒否無く摂取して
いますが、食欲不振続いています。食事を拒否した際にすぐに下膳し

てしまうのではなく、根気よく摂取を促していきましょう。現在隔絶対応中ですが、来週主治医に診察してもらい解除か継続か判断します。
· 北向　みつる様～掻痒感の訴えありますが、新たな発疹はありません。
· 中村　章司様～本日の朝よりハーフ食、エプリッチが開始となっています。飲み込み

に時間を要していますが、朝・昼食ともにむせ込みなく全量摂取して

います。引き続き、食事摂取量と嚥下状況の観察をして下さい。

· 成田　武次様～棟内徘徊ありますが、帰宅要求や易怒性なく過ごされています。

                 毎日更衣させるよう家族より希望がでていますので徹底してください。

· 中川原　一夫様～朝・昼食ともに自力で摂取していますが、時折、手を止めてしまうこ

とあり、一部介助にて各食全量摂取できています。

· 杉本　良子様～衣服の重ね着や季節に合わない服を着用していますが、声掛けには、「気

にならないです」と話され更衣する様子見られません。

· 河村　勝男様～昨日より感冒症状あり葛根湯処方となっていますが、本日は感冒症状な

く不調の訴えありません。

· 田嶋　松男様～やや動作の緩慢さありますが、不調の訴えなく過ごされています。

· 堀田　弘子様～衣類が少ないとのことで自ら家族へTELしています。帰宅要求や悲観的

訴えなく過ごされています。

＜SST評価・総括＞

・　A・Bユニット

　ウォーミングアップでは、秋祭りに関して振り返りを行っています。秋祭りの演芸や食べものに関して自主的な発言が多く聞かれています。ロールプレイでは運動会についての回想法を行い、さまざまな競技や得意だった種目についてにぎやかに話されています。

・　C・Dユニット

　全体的に穏やかに取り組む事出来ています。離床困難な方や徘徊の多い方は個別にて対応しています。

＜事故安全対策委員会から＞

インシデントの記入を積極的に行ってください。報告者の名前の記入は必要ありません。アクシデントを未然に防ぐためにも、インシデントをあげ対策を検討し、職員全体で注意喚起していくことが必要です。下記は事例となります。参考にして下さい。

	インシデント事例

	①注射
	・オムツ交換時、体位変換時に、ルートが引っ張られ外れそうになった。

	
	・点滴ルートの接続部が緩み、液漏れしていた。

	
	・患者様が体動活発にて ルートが引っ張られ、点滴ボトルからルートが抜けそうになった。

	
	・持続点滴のチェックをせずにいたら予定より早く滴下していた。

	
	・認知症患者様が、点滴の刺入部を触り抜針しそうになった。

	
	・指示の薬品を点滴内に混入しておいたが、別の看護師が再度混入しそうになった。

	②与薬
	・同性の患者様がおり、取り違えて飲ませそうになった。

	
	・ダブルチェックの際、服薬カートの中に薬が残っていた。

	
	・臨時薬セット後のダブルチェックの際に、セット間違いに気付いた。

	
	・薬局で調剤された薬を、カートにセットする際に、錠数が処方箋と違う事に気付いた。

	
	・薬セットの際、他科薬がセットされていない事に気付いた。

	
	・外泊の内服準備の際、1包少なく準備してあり、ダブルチェックで間違いを発見した。

	
	・主治医より臨時薬が処方されたが、持参薬と内容が重複している事に気付き、主治医へ確認し二重服薬とならなかった。※持参薬は、臨時処方版への記入がされていなかった。

	
	・ 昼食後投薬時、昼食後薬のない患者の服薬カートから、翌日分の朝食後薬を開け服用させようとしたが、与薬前に気付いた。

	
	・ ○○様の定期薬が中止となり、臨時処方に変更となっていたが定期処方が 薬局からあがってきていた。

	
	・ 就床前薬与薬時、臨時薬の日付けが違う事に気付く。服薬カートをチェックすると1日分づつずれた状態でセットされていた。

	
	・ 服薬セット時、ｱｽﾊﾟﾗK散の薬包に「カマ」と書かれているのを発見。

	
	・与薬時、同姓で名前が異なる患者様の薬包を取り出し、声に出して確認した際に間違いに気付く。

	④転倒・転落
	・床掃除の後、乾いておらず足を滑らせた。

	
	・床が水がこぼれており、滑りそうになった。

	
	・いつも介助でトイレに誘導している患者が、早朝一人で歩いていた。

	
	・患者様を車椅子から床に下ろす時一人で介助した為、重くて倒れそうになった。

	
	・ 詰所前においている体重計に患者様がつまずいた。

	
	・ 作業療法が終了し、帰棟の際、患者様が足を滑らせふらついていた。履物はサンダルであった。

	
	・リハビリテーションプログラム実施中、履物が健康サンダル、スリッパであり、転倒しそうになった。

	
	・ 夜間のトイレ覚醒時、歩行時、ふらつき著明であった。

	
	・ 作業室内の階段でつまづき、両手をついた。スリッパを履いていた。

	
	・認知症患者様がベッド柵から足を出し、降りようとしていた。

	
	・ ベット柵の上げ忘れを発見した。

	⑤窒息
	・水分、味噌汁、固い林檎やメロン、ブロッコリーでむせた。

	
	・食事介助している際に、急に咳き込んだ。

	
	・食事介助中、時間や他の患者様を気にするあまり、嚥下を確認せず口に入れたらむせ込んだ。

	
	・痰が多く、食事中の咳き込み、むせが目立つ。

	
	・経管栄養注入中に、患者様が動いて胃管チューブが引っ張られ、途中まで抜けていた。

	
	・胃管チューブの固定が流涎ではがれ、胃管チューブが途中まで抜けていた。

	
	・胃管チューブが胃の中に入っていることを確認し、注入しようとしたが、口の中で胃管チューブが丸まっていた。

	
	・側臥位で、口の中に痰を一杯溜めていた。

	
	・側臥位中、泡沫粘調痰が溢れ、口や鼻が塞がれそうになっていた。

	⑥離院
	・ 西病棟から東病棟へ行く階段のテンキーがきちんと施錠されていない事に気付いた。

	
	・ 北病棟の患者様が、管理棟1階に降りていた。

	⑦物品紛失事故
	・作業棟のボールペンが1本見当たらず、作業を早退した○○様の私物から発見した。

	⑧暴力行為
	・ 患者様が、他者から文句を言われ易怒的となり、コップを投げつけようとしたがスタッフ介入にて他者への粗暴行為とならなかった。

	
	・ 患者様が、他の患者様を叩こうとしている所を発見し、制止した。

	
	・ 患者様が、他の患者様を蹴ろうとしている所を発見し、制止した。

	⑨異食
	・異食のある患者様の部屋にディスポの手袋が落ちていた。

	
	・ おしぼりを口の中にいれていた。

	
	・毛布のタグを口の中にいれてモグモグさせていた。

	⑩その他
	・ 服薬自己管理中の患者様が、昼食後に夕食後を持参。スタッフが確認時に気付いた。

	
	・夜、眠っている時、酸素カニューレを患者様が触っていて外れそうになっていた。


